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新型コロナウイルス感染症の影響で長い間緊急事態宣

言が発令されていましたが、いかがお過ごしでしょうか。

愛恵会乳児院でも、入室前の手洗いうがいや毎日の検温

などを徹底し、ウイルスを持ち込まないよう日々対策を

行っております。そのおかげもあってか、養育者も子ども

達もコロナウイルスはもちろんインフルエンザなどの感

染症にも感染することなく元気に過ごすことができてい

ます。 

色々と制限はありましたが、対策をしながら院内で運

動会やクリスマス、節分など季節の行事を行う事ができ

ました。3 月 3 日にはひなまつりを行いましたが、感染症

もなかった為乳児から幼児まで全ホームが参加するな

ど、楽しい日々を送っています。 

 

元日にはホールにてお正月の会を行いました。 

各ホーム病児もおらず、みんな揃って新しい年を迎えられ

たことをとても嬉しく思います。 

感染症対策として短時間での実施となりましたが、ホー

ムごとに福笑いをしたり、お年玉をもらったりと、子どもた

ちにとっては楽しい思い出になったようでした。1 月半ばに

なってから、少人数のグループでお散歩をかねて近所の神

社に初詣に行くこともできました。お賽銭を大事に持って、

なにをお願いしたのかな？ 

感染症がはやく落ち着いて、みんなでのびのびと遊べる

ようになりますように… 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 3 日は節分。愛恵会乳児院にも鬼がやってきま

した！お部屋の壁に貼られた鬼の壁面装飾を見て「おにだー！」

と言ったり、「おにのパンツ」の歌を歌ったりし、節分の日を心待

ちにしていた子どもたちでしたが、当日になって、いざ鬼が出て

くるとやはり怖かった様で泣き出す子も。 

みんなで一生懸命豆をまき、見事今年も鬼を退治することがで

きました。鬼が退散すると、よかった～と安心した表情を浮かべ

る子や「おにに豆を当てられたよ！」と得意気な子もいました。 

豆まきのあとは、“鬼”ぎりを食べました。「おに退治だー」と大き

な口で頬張っていました。 

今年も一年、元気で過ごせますように。 

3 月 3 日、ホールでひなまつりの会を行ないました。 

みんなでひなまつりについてのパネルシアターを見たり、歌を歌ったり

して、楽しく過ごしました。ホールの前には 7 段飾りのお雛様を飾り、

一人ひとり、記念撮影を行いました。 

この日の夕食ひなまつり特別メニュー。ちらし寿司や、うずらの卵を

使ったお内裏様とお雛様が！うずらの卵は、誤飲防止の為、半分にカッ

トして食べました。食後にはかわいいケーキも食べ、みんな大満足♪ 

子ども達の健やかな成長を喜ぶ日になりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近は歌が上手な子どもや、養育者

やお友達とのやり取りを楽しんでい

る子どもが増えてきて、とても賑やか

な日々を過ごしています。 

また、高月齢児の間では、おやつの

時間の挨拶や、散歩前に帽子と靴下を

配ってくれる「お当番さん」が大人気

で、毎日「お当番さん」を担当しよう

とアピールする姿が可愛らしいです。 

他の幼児ホームに比べると、低月齢

でスタートした今年度のそらホーム

でしたが、一年経った今、こんなに成

長し、お兄さんお姉さんになりまし

た。 

 

まもなく年度末。児童養護施

設への移動、家庭復帰等さま

ざまな変化を控えて、養育者

どうし協力しあい、子どもた

ちの気持ちの変化に丁寧に

寄り添えるような養育を心

掛けています。子どもたち同

士もとても仲が良く、年上の

児が年下の児を優しくお世

話する姿もよく見られるよ

うになりました。日ごとにあ

たたかさが増してきて、お散

歩も楽しい季節です。一日一

日の生活を大切に、楽しく過

ごしています。 

 



～里親支援について～ 

東京都里親制度 

PR キャラクター 

（さとぺん・ファミリー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛恵会乳児院は里親委託推進に力を入れています。今年

度は特別養子縁組里親に９名（内新生児委託４名）、養育家

庭に２名の児童が委託されました。新型コロナ感染症の影

響で里親との顔合わせが遅れたり、交流が中断することも

ありました。しかしながら感染症対策と交流実施のバラン

スをとりながら、里親委託に結び付けることができたと思

っています。 

 里親支援に携わる専門職は３名います。里親支援専門相

談員の小林高史、里親交流支援員の佐藤智美、新生児委託

推進員の及川和華子です。それ以外に児童の担当保育士や

心理士も里親子交流の支援にあたります。交流の進め方は、

各職種がそれぞれの専門的な見地を持ち寄り、協議の上決

定しています。 

 

 現在町田市にお住いの方にご利用いただいているショートス

テイサービスですが、２０２１年４月から八王子市および世田谷

区にお住いの方にもご利用いただけるようになりました。詳細に

関しましてはそれぞれの自治体に所在する子ども家庭支援セン

ターにお尋ねください。 

 なお町田市でのご利用に関しては若干の変更点がございます

ので、ご利用される際には町田市子ども家庭支援センターにご確

認下さいますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今号より、子育てに関係する世界の名言紹介コーナーを設けます。 

記念すべき第１回目は、以下をチョイスしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣｏＣｏ広場 

２０２１年度 開催予定 

・毎月第１・第３火曜日 １０：００～１２：００ 

 （※５月からの開催となります） 

    場所：愛恵会乳児院 旧棟 

広報委員 

池内、風間、菅野 

長谷川、小林（高） 

責任者 黒田 

２０２１年３月２５日 

未熟な愛は言う、｢愛してるよ、君が必要だから｣と。 

成熟した愛は言う、｢君が必要だよ、愛してるから｣と。  

エーリッヒ・フロム（心理学者 １９００－１９８０） 


